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１．研究の目的 

　３次元空間は、ナビゲーション、景観シミュレーション、水害・地震などの防災システムの諸分野において有効な情報提示方式と認識されている。本研究室は、地理データに基づいて３次元仮想空間の自動作成とその応用方法に関する研究を推進しており、プロトタイプシステムを開発した。一方、玉野市は、昨年台風16号により予想しなかった「高潮災害」が発生し重大な被害を被った。海水面の異常高潮時の浸水予測は行政の切実な課題の一つと認識している。

　本研究は、実際に発生する災害時の対応のための基礎データとして、より判り易く過去の災害実態に基づいた「高潮浸水の3次元ハザードマップ」を作成することを目的とする。
２．研究の概要 

　昨年度、玉野市をモデルとした「３次元マップのデータベース化技術の調査研究」の成果として、玉野市全域の市街地３次元マップの基礎地理データベースが完成した。また、地理データとして「㈱ゼンリン」の住宅地図（Zmap TownⅡ玉野市版）、国土地理院の数値地図（2000、25000、50mメッシュ）などが使用されている。

　３次元水害ハザートマップは、以下のような手順で作成される。

· 浸水個所で測定されている水深と位置の情報を収集し、地理データベースに追加する。
· 地理データベースには、市街地の詳細地理情報が入っており、これと浸水した市街地の各地点の浸水水位と海抜標高データと高潮時の水位より浸水区域が求められる。

· 実際昨年発生した台風16号災害時の高潮の浸水状況（測定単位時間ごとの宇野港検潮所の海水面高さと、浸水した地区で標高がわかっている地点の浸水水位）からその地区の浸水水位面標高を計算する。

· 市街地の各代表的建物または道路面の浸水時の浸水水位面標高を求めて現在完成しているデータベースに追加登録する。

　また、実際の浸水水位面標高と宇野港検潮データの水位面標高は、海からの距離によって到達誤差が生じる。このパラメータを使うことにより宇野港の海水面の予想高さを指定すれば、宇野地区の浸水予測もできることになる。
　我々は、３次元水害ハザートマップを作成するとともに、時間の変化に伴って刻々変化する浸水被害の詳細表示、ある時点に道路の浸水状況の推測、などについて研究する予定にしている。このような研究活動に通じて、玉野市民の危機意識をより向上させると共に、実際に発生する災害時への対応に役立てると確信している。
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